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　HPV(ヒトパピローマウ
イルス)は100種以上存在
し、そのうち15種のウイ
ルスが子宮頸がんの原因
となります。16型、18型
が特に多く、発がんした
日本人の70%はこの2つの
ウイルスが原因です。 

主に16型と18型が原因
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HPVが感染源
かんせんげん

しきゅうけい
子宮頸がんのほとんどは、
HPV（ヒトパピローマウイ
ルス）の感染が原因です。
HPVは主に性行為によっ
て感染し、長期にわたり感
染する女性の一部ががんに
なると考えられています。 
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検診で早期発見が可能

検診は、20歳を超えたら
受け始めることが有効で
すが、現在の受診率は
40%ほどで、他の先進国
と比較すると低い数値で
す。無料で受けられるク
ーポンを配布している自
治体もあります。 
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子宮頸がんは、子宮の下か
ら1/3、腟につながる部分
である子宮頸部の入り口で
発生することが最も多いで
す。子宮の入り口付近に発
生することが多いので、婦
人科の診察で観察や検査が
しやすく、発見されやすい

がんです。 

子宮頸部にできるがん
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2年に1度は検診を
ねん　　ど　　　けんしん　　

子宮頸がんは一般的に非
常にゆっくりと進行する
ため、前がん状態といわ
れる段階から進行したが
んになるには、数年から
数十年かかると言われて
います。初期は自覚症状
がほとんどないため、定
期的な検診が必要です。 
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ワクチンで9割予防可能 

若いうちに接種すると、
16、18型の感染を90％以
上予防したと報告されてい
ます。しかし、必ずしもす
べてのがんを予防できると
いうわけではないので、20
歳になってからは検診を並
行して行うことも重要で

す。 
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小6から高1が推奨接種年齢
しょう　　　こう　　すいしょうせっしゅねんれい

ワクチンの推奨接種年齢
は小学6年生から高校1年
生であり、自治体により
無料または一部助成で接
種することができます。
また、初めての性交渉を
行う前に接種することが

効果的です。
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ワクチンは3回接種
かいせっしゅ

ワクチンは、2価、4価、
9価の3種類があります。
これらのワクチンは、半
年の間に3回接種するこ
とが必要です。 
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ワクチンは現在3種類
げんざい　しゅるい

国内で承認されている
HPVワクチンは2価、4
価、9価の3種類がありま
す。価とは、ワクチンでカ
バーされているHPVの型
の種類の数のことです。9
価は小6～高1を対象とし
た国のワクチンプログラム
ではまだ認められていませ

ん。
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扁平上皮が
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腺がん

し

早期発見の重要性
早期に発見すれば比較的
治療しやすく予後のよい
がんですが、進行すると
治療が難しいことから、
早期発見が極めて重要で
す。子宮頸がんは、進行
すると膣や子宮の周りの
組織に及んだり、骨盤内
のリンパ節に転移したり

します。
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組織型分類 
(がんの組織の状態による分類)

そしきがたぶんるい

そしき　　じょうたい　　　　ぶんるい

子宮頸がんの組織型
は、検診で見つけやす
い扁平上皮がんと、見
落とすこともある腺が
んに大きく分けられま
す。扁平上皮がんが全体
の7割程度、腺がんが2
割程度を占めます。 
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子宮とは

子宮は妊娠したときに胎
児を育てる器官です。子
宮は、下部の筒状の「子
宮頸部」と、上部の袋状
の「子宮体部」に分けら

れます。 
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ワクチン接種後の心配は

万が一、ワクチン接種後
に気になる症状が現れた
ときには、接種を行った
医師またはかかりつけの
医師に相談の上、協力医
療機関を受診して下さい。
全国に設置された協力医
療機関では、接種後に生
じた症状の診療を行ってい

ます。 
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ワクチンの接種場所

ワクチンは、肩に近い腕
または大腿部（太もも）
の筋肉に注射します。ワ
クチンを打っても、大人
になったら必ず、定期的
な子宮頸がんの検診を受
けてください。
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組織診

細胞診で異常があった場
合は、疑わしい部分から
小さな組織を切り取って
顕微鏡で診断（組織診）
します。子宮頸がんであ
ることの確定診断に用い
ます。痛みを感じたり、
出血することがありま

す。 
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子宮頸がんの症状

子宮頸がんは、異形成と
いわれる、がんになる前
の状態では症状がありま
せんが、進行すると下腹
部や腰の痛み、月経中で
ないときに出血したり、
尿や便に血が混じったり
することもあります。 

しきゅうけい　　　　しょうじょう

しきゅうけい　　　　　　　いけいせい

じょうたい　　しょうじょう

しんこう　　　　　かふく
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しゅっけつ

にょう　べん　　ち　　まじ

ワクチン接種の副反応
ワクチン接種後、注射部
位の痛み、腫れ、発熱、
倦怠感、失神などが一時的
に見られることがありま
す。稀に重い副反応(アナ
フィラキシー症状など)を
起こすこともあります。長
引く症状は、必ず医師に
に相談を。ワクチンが原因
ではないこともあります。 
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予防・早期発見ができる

子宮頸がんは、予防・早
期発見ができるがんで
す。一つは、定期的に検
診を受けがんを早期に発
見すること。そしてもう
一つがワクチンを接種す

ることです。 
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ほんにん　めんえきりょく

HPVに感染したら
かんせん

HPVに感染しても必ずし
もがんになるというわけ
ではありません。日本人
の80%以上の人が50歳に
なるまでに1度は感染して
いますが、ほとんどの場合
は本人の免疫力により、
自然に排除されます。 
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